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1)今 後、 “学校教育"や “地域教育"も 含 め、「教育」 に求 め、「 教育」 に期待す

る しかない社会事情が、 よ り顕在化 して きて いる。 この ことによ り、む しろ現象的

には現在 よりも「教育」 は混乱 を深め ることが予想 され る。

このよ うな状況 では、 と くに自然環境 やエネルギ ー (食糧問題等 も含 め)の 問題

をめぐり、現在よりもますます大きく混乱することが予想される。

2)こ れまで個々の観点に重点を置いて論 じられてきた自然・ 環境 (住民居住 も含め)

。エネルギーは、今後、ひとつの系 として “環境"を 核に一元化 して論 じられ、よ

り多 くの国民が共有できる価値尺度を求め続けることになる。

3)こ れまでの “動かぬ個人の価値観"を 中心に据えた ものか ら、自然・環境の中に

おける “動 く個の価値観"(調 和 した個の価値観)が強調 され、議論 され、 こうし

た論争が社会の風潮 となるかもしれない。
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4)「教育」をとりまく社会の事情 も大 きく変わ りつつあり、具体的な対応が、学校

教育現場をはじめ、青少年の家、公民館、図書館等の種々の教育施設を活用する方

向

:Fど [頂 」:[今後ますます上記観点に立 った現虜ち鮮晨2で1働 きかけが重要

になって くる。


